
策定年月 令和５年２月

見直し年月 令和 年 月

麦・大豆国産化プラン

産地名：北海道・長沼町

（作成主体：長沼町地域農業再生協議会）

別紙様式第１号別添



１．麦・大豆生産の現状と課題及び課題解決に向けた取組方針

※ 麦・大豆生産における課題（湿害対策、適期播種、土づくり、連作障害対策等の必要性等）を具体的に記載すること。
※ 課題解決に向けて取り組む内容及び今後の生産拡大に向けた方針を具体的に記載すること。

≪小麦≫

【当地区における麦生産の現状と課題】
・ 肥料価格の高騰による生産コスト増
・ 集中した降雨後の天水停滞による農作業遅延

【課題解決に向けた取組】
・ 土壌診断に基づき施肥量を適正化、化学肥料・化学農薬を低減することにより
低コスト化を図る。

・ ドローン等のスマート農業機器の活用により、省力化と適期作業を実現する。
・ 栽培技術検討会等を開催し、これらを周知する。

⇒ 産地として肥料情勢や天候に影響されにくい生産基盤を構築し、
生産規模の拡大を目指す。

≪大豆≫
【当地区における大豆生産の現状と課題】
・ 肥料価格の高騰による生産コスト増
・ 集中した降雨後の天水停滞による農作業遅延

【課題解決に向けた取組】
・ 土壌診断に基づき施肥量を適正化、化学肥料・化学農薬を低減することにより
低コスト化を図る。

・ ドローン等のスマート農業機器の活用により、省力化と適期作業を実現する。
・ 栽培技術検討会等を開催し、これらを周知する。

⇒ 産地として肥料情勢や天候に影響されにくい生産基盤を構築し、
生産規模の拡大を目指す。



２．産地と実需者との連携方針

長沼町

【小麦】 Ｒ４年産（現状）１，６００トン Ｒ７年産（目標） ２，２００トン
【大豆】 Ｒ４年産（現状） ３４０トン Ｒ７年産（目標） ５００トン

連携を図る実需者（予定）
【小麦】～ホクレン農業協同組合連合会

令和4年産民間流通麦取扱見込み 約５０万ｔ
令和4年産民間流通主な麦販売先

【大豆】～ホクレン農業協同組合
令和4年産全農北海道集荷見込み 約１，２００千俵
令和4年産JAながぬま主な契約栽培先

実需者の意向や市況等の情報は、ホクレン農業協同組合連合会が仲介役となり
情報を整理した後、ＪＡながぬまを通じて生産者へと伝達する。
産地としての生産の意向は、ＪＡながぬまが取りまとめ、ホクレン農業協同組

合連合会を通じて実需者へと伝達する。

※ 産地と実需者については具体的な名称を記載すること。
※ 麦の実需者は、麦を原料とした加工品等の製造を業とする者（製粉会社、製パン会社、製麺会社等）とする。
※ 大豆の実需者は、大豆を原料とした加工品等の製造を業とする者、大豆の販売を業とする者及びこれらの者が組織する法人その他の団体とする。
なお、販売を業とする者を実需者とする場合は、その者が販売する先（最終実需者）について、代表的な者の名称を記載すること。

※ 産地と実需者それぞれの国産麦・大豆取扱量の現状とおおむねの目標値を記載すること。

非公表

非公表



※ 産地と実需者との連携について、図等を用いて明示すること。
※ 取組の中心となる農業者等を必ず位置付けること。

３．麦・大豆の国産化に向けた推進体制及び各関係者の役割

肥料情勢や天候に影響されない生産基盤
を構築し、生産規模の拡大を目指す

農 業 者

・産地の生産意向を実需者に伝達
・実需者の意向や市況等の情報を農業者に伝達

ホクレン農業協同組合連合会
ながぬま農業協同組合（集荷・販売部門）

実 需 者

・栽培技術検討会の開催
・栽培技術の現地指導 など

関 係 機 関

推進体制
（麦・大豆共通）

産地の意向を伝達

需要・市況等の情報共有

需要・市況の情報共有生産意向を伝達

・ながぬま農業協同組合
（営農指導部門）

・空知総合改良普及センター

・増収に向けたスマート農業機器の普及推
進・導入支援や情報発信 など

・長沼町地域農業再生協議会
・長沼町

・スマート農業の普及
・栽培技術の現地指導


